
　日増しに秋の深まりを感じる季節となりま
した。これからの季節、冷え込みが厳しくなる
ので体調を崩さないように注意しましょう。
　さて今回は「かかりつけ薬局」についてお話
ししたいと思います。
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　少し前まで、病院で処方された薬は病院で受け取っていました。
しかし、今は入院していない場合は調剤薬局で薬を受け取ること
が多いですね。
　医薬分業とは、薬の処方と調剤を分け、それぞれを医師、薬
剤師が分担して行うことです。 ヨーロッパでは800年近い歴史が
あり、神聖ローマ帝国のフリードリヒⅡ世が毒殺を怖れて、主治医の
処方した薬を別の者にチェックさせたのが始まりと言われています。

医薬分業について医薬分業について



現在のヨーロッパでも医薬分業が定着していて、アメリカでも原
則として医薬分業が行われています。
　患者様にとっては、『二度手間』に感じるかもしれません。しかし、
医師は病態やその薬を服用することによる体への影響については
専門家ですが、複数の薬の飲み合わせや、服用する量を増やし
た際に起こる副作用等の安全性については、薬剤師の方が専門
家だといえるでしょう。
　薬剤師の視点から処方をチェックするこ
とによって、患者様にとってより安全で適
切な薬による治療が行えるのです。
　また、入院している患者様の処方薬の
チェックは病院薬剤師、外来患者様の処
方薬のチェックは薬局薬剤師と、役割分担することで、より精度
の高いチェックが行えます。

　現在、全国に約５万5,000の薬局があり、取り扱っている処
方箋の枚数は年間約７億5,800万枚にものぼります。処方箋を
持って行けば、どの薬局からでも薬を受け取ることができま
す。しかし、その中でも、いつも同じ薬局を利用すること、
つまり「かかりつけ薬局」をもつことをおすすめします。
　患者様の中には、複数の病院を利用している方も多いと思
います。しかし、薬を「かかりつけ薬局」で受け取ることで、

かかりつけ薬局とはかかりつけ薬局とは



　薬局では、薬をお渡しする際に患者様の体調などをお聞き
します。「病院で先生にきちんと話したのに、どうして薬局で
もう一度話さないといけないのか？病院から情報は伝えられ
ていないのか？」と、不思議に感じるかもしれません。患者様

患者様の薬に関する情報を一か所で管理す
ることができます。これにより、同じ成分
の薬が重なって処方されていないか、違う
病院から処方された薬同士の飲み合わせに
問題がないかなどをより詳細に確認するこ
とができます。
　医師が他の病院の薬を把握できないまま薬を処方したとして
も、かかりつけ薬局でこのようなチェックを通せば安心です。
　かかりつけ薬局で薬を受け取れない場合でも、お薬手帳を
提示していただくことでチェックの精度が上がります。複数
の薬局を利用している方には必ずお薬手帳を持参していただ
きたいです。

　つばさ薬局では、地域の皆様のかかり
つけ薬局として、薬局活動に取り組んで
います。薬について気になることがある
ときはお気軽にご相談ください。
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11月の栄養相談予定　(各店10：00～ 12：00開催です)
・   ４日 (水） 松島 ・   ６日 （金） 古川 ・   ９日 （月） 若林
・ １２日 （木） 松陽台 ・ 17日 （火） 多賀城 ・ 18日 （水） 船岡
・ 20日 （金） 長町 ・ 24日 （火） 中新田 ・ 26日 （木） 玉川
・ 30日 （月） こごた

からお預かりする処方せんには、先生が処方された薬の情報
は記載されていますが、病院で患者様がお話しされた体調や
病状の変化など、細かいことについては書かれていないこと
が多いです。

引用：日本薬剤師会HP

　患者様の状態を把握することで、患者様にとって適切な薬
が処方されているか、薬の量は妥当か、薬による副作用が出
ていないかなどを薬剤師の視点でチェックさせていただいて
おります。より安全に治療を進めていくためにも、ご理解の
ほどよろしくお願いします。

例えば薬局のカウンターで
このようなことを質問されませんか？

・血液検査の結果や血圧などの値について
・他に服用している薬があるか
・薬を服用し始めてからの体調変化
・飲み忘れやすい薬はないか


